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【目的 】本研究室で は以前に霊芝熱水抽出エ キ ス が NK 活性を高め る事 を確認 して い る 。

そ の 際 、 霊芝 エ キ ス に対す る反応性で マ ウ ス系統 をHigh　responder とLow　responder の 2

群 に 分類で き る事を見い だ した 。 本研究の 目的は 、 ゲル ろ過に よ っ て得 られた 各分画が 免

疫系 に 及ぼ す作用をHigh　responder 及びLow　responder の両系統 よ り得た リ ン パ 球 または

マ ク ロ フ ァ
ージを用 い て調 べ る とと もに 、そ の 作用機序を明らかに す る こ とに ある 。

【方法 】霊 芝熱水溶性分画 ：霊芝 をエ ー
テ ル で抽出 した後の 残査を熱水で抽出し得 られ た

水層 をSephadex　G−75を用い て ゲル ろ過 を行い 、得 られ た分画 1 − 9 を試料 と して用 い

た 。 マ イ トジ ェ ン 活性の 測定 ： 〔BH及 び DBA／2よ り得た脾臓 リン パ 球 に つ い て 、 各分画の マ

イ トジ ェ ン活性を
3H −Thynidineの 取 り込み に よ り測定 した 。 マ ク ロ フ ァ

ージ貪食能の測定

： C3吸 ぴDBA／2の腹腔よ 粥 た マ ク ロ フ ァ
ージを霊芝熱水抽出エ キ ス を加 えた培養液中で

24hr培養 した後、ラテ ッ ク ス ビーズ を加 え、貪食能 を測定 した 。 マ ク ロ フ ァ
ー

ジ の サ イ ト

カイ ン産生能の 測定 ：（BH 及び DBA／2よ り得た マ ク ロ フ ァ
ージを、 各分画 を加 えた培養液中

で 24hr培養し 、 そ の 上 清をddYマ ウ ス よ り回収 した胸腺細胞に 加 え 、 そ の 細胞増殖量 に及

ぼ す影響 を調べ た 。

1結果】霊芝熱水抽出エ キス は 、 マ ウ ス 脾臓 リン パ 球に 対 して 10μg／ロ1の濃度で最大 の マ

イ トジ ェ ン活性 を示 した 。 また比較的分子量が大きい と考えられるFr．1に 強い活性が見 ら

れ た 。 マ ウ ス 腹腔マ ク ロ フ ァ
ー

ジ に お い ては 、 貪食能の増大が観察 された 。 こ れ らの 作用

に は マ ウ ス 系統間で応答性に差はみ られ なか っ た 。 しか し 、 マ ク ロ フ ァ
ー

ジ の サ イ トカイ

ン産生能 に 与える影響を調べ た と こ ろ 、 Fr．4に おい て High　responder で ある C3Hと 、
　Low

responder で あ るDBA／2マ ウ ス と の 間に有意な活性 の 差が み られ た 。

【考察】霊芝熱水抽出エ キ ス が マ ウ ス リ ン パ 球に対して マ イ トジ ェ ン 活性をもつ こ と、 お

よび マ ク ロ フ ァ
ー

ジ の貪食能 を高める こ とか ら、 そ の 作用点が少な くともリ ン パ 球および

マ ク ロ フ ァ
ー

ジ の 二 点に あるこ とが示 され た。 ま た霊芝 エ キ ス によ る免疫機能活性化に お

ける応答性に差異 をもた らす原因の
一

つ が 、 Fr．4中の 成分 に よ るマ ク ロ フ ァ
ージに対す る

作用 に あ る こ とが 示唆 され た 。
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